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立方体の辺を切ることによつてできる展開図は11種類知られており,そのうちラ

テンクロスといわれる展開図については,E.Demaine」 .0'Rourkeに よつて書か

れた有名な本 「幾何的な折 リアルゴリズム ([1])」 において,その展開図の境界を

張り合せることによつて再構成される凸多面体 (再折 り凸多面体)を全て調べた結

果が紹介されている。

展開の仕方 (例えば,辺に沿つた切 り開き)を制限したときには,結果はどのよ

うになるであろうか。ここでは,研究結果[2]について報告するとともに,未解決問

題について述べる。また,熊本大学教育学部の学部生に調べてもらつた立方体の辺

による展開の再折り凸多面体のリス トを添付する[3].

定義 :凸多面体Pについて,Pの どんな展開図Tを再折りしてもPと 合同になるとき,

Pを refOld‐ rigidと よび,そ うでないとき,Pを transformerと よぶ.Pの どんな

edge‐ infOlding(辺に沿つた切 り開きの展開図)Tを再折りしてもPと 合同になると

き,Pを edge‐ unfold‐rigidと よび,そ うでないとき,edge‐ unfold transformerと よ

ンSド .

定理 1.任意の凸多面体はtransfOrmerで ある。

正十二面体以外の正多面体はすべてedgё
‐unfold transformerで あることは比較的

容易に示される。

補題.凸多面体Pの任意の面の最小角をθ轟hと し,Pの任意の頂点の最大曲率を

κ maxと する。もし, θ min>κ maxな らば,Pの edge‐ unfoldは refold‐ rigidである,

すなわち,Pの任意のedge‐ unfoldに ついて,再折 りによる凸多面体はPと 合同であ

る。

定理 2.準正多面体のうち,正四面体,立方体,正八面体,正二十面体,切頭正四



面体,および切頭立方体は edge一unf01d transformさrである.その他の準正多面体

はすべて edge一unfold rigidで ある。

この結果を用いると,多くの準正多面体がedge‐ unfold―rigidで あることが示される。

一般の四面体について,次が成り立つ。

定理 3.任意の四面体はedge‐ unfold transformerで ある.

次のような未解決問題が考えられる。

1.多面体の星展開(star unf01dinυ はrigidityに関する自然な展開の仕方である。

(ほ とんど)すべての多面体について,ほとんどすべての星展開はrefOld‐ rigid

であるか。

2.次のうち (も しどちらか一方とすれば)どちらが成立するか。

(Dほ とんどすべての多面体はedge‐ ref01d rigidである。

(b)ほ とんどすべての多面体はedge‐ refold transformerで ある。

ラテンクロス以外の立方体の辺による展開の再折り凸多面体の分類を行つた。

定理 4. 立方体の辺による展開の全ての再折り凸多面体は図 1の ように分類され
る。立体の詳細については,図 2, 3, 4の 一覧表に載せる.
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図 1 立方体の辺による展開図の再折り凸多面体
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図2 再折り凸多面体の一覧表 (1)
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図3 再折り凸多面体の一覧表 (2)



鑽 ょ翔 もとの立体の一辺を1と したときの長さ 被覆な平面 もとの立体の一辺を 1と したとき」長 さ
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図4 再折り凸多面体の一覧表 (3)


